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凡

例

一
、
本
書
は
、
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
所
蔵
の
和
漢
書
を
著
録
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
、
分
類
は
、
学
校
に
よ
り
既
に
為
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誤
り
も
あ
る
が

そ
れ
を
踏
襲
し
、
同
一
書
や
同
一
叢
書
内
の
書
物
で
、
二
様
に
分
類
さ

れ
て
い
る
場
合
の
み
連
続
さ
せ
た
。

一
、
標
記
の
数
字
は
分
類

(

函
架)

番
号
で
、
同
一
の
分
類
番
号
の
場
合

第
二
書
か
ら
は
省
略
し
た
。

一
、
書
名
に
又
と
あ
る
の
は
同
版
本
を
示
し
、
誤
解
を
生
じ
る
虞
の
な
い

場
合
、
中
段
の
記
載
は
省
略
し
て
前
と
異
な
る
箇
所
の
み
を
記
し
た
。

一
、
書
名
は
原
則
と
し
て
本
文
巻
頭
に
よ
っ
た
が
、
国
書
に
お
い
て
は
序

題
・
目
録
題
が
内
題
に
準
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
図
絵
類
や
明
治
以

後
の
鉛
印
本
・
影
印
本
に
は
内
題
の
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
は
所

謂
る
タ
イ
ト
ル
頁
や
表
紙
か
ら
書
名
を
と
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
書

名
の
記
さ
れ
て
い
る
部
分
や
何
処
の
書
名
で
あ
る
か
を

(
)

内
に
注

記
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
中
段
に
は
異
名

テ
ク
ス
ト

巻
数

著
編
者

刊
写
年

刊
写
者

注
記
等
を
記
し
た
。
校
訂
者
・
検
閲
者
は
省
略
し
た
場
合
も
多
い
。

一
、
下
段
に
は
図
書
の
大
き
さ

冊
数
を
記
し
た
。

一
、[

]

は
著
録
者
の
補
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
虫
損
の
甚
だ
し
い
も
の
に
は
、
※
を
附
し
た
。

一
、
本
書
は
写
真
植
字
に
よ
る
印
刷
と
し
た
。
字
体
は
原
則
と
し
て
現
本

通
り
で
あ
る
が
、
製
版
上
の
制
約
か
ら
、
新
旧
体
の
類
似
字
・
別
体
字

等
現
本
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
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神
奈
川

県

立

小

田

原

高

等

学

校

和

漢

書

目

録

031

倭
名
類
聚
鈔

二
〇
巻

(

巻
五－

一
二
欠)

源
順�
那
波
道
圓
校

[

寛
文
一
一
年
一
〇
月]

刊

[

後
印](

大
坂

澁
川
清
右
衛
門)

049

栗
里
先
生
雜
著

一
五
巻
首
一
巻

栗
田
寛�
栗
田�
編

明
治
三
四
年
七
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

091

祗
空
年�
倉
橋
連
之�大

正
一
〇
年
冬
刊

(

東
京

小
田
原
書
房)

鉛
印

著
者
小
田
原
万
年
町
住

刊
行
百
部
之
内
九
九

120

孝
經
五
種

國
譯
孝
經

(

中
江
藤
樹)

・
古
文
孝
經
・
今
文
孝
經
・
弘
安
本
古
文
孝
經
孔
氏

傳
・
孝
經
啓�(
中
江
藤
樹)

杉
浦
親
之
助
編

大
正
一
四
年
九
月
刊

(

東
京

編
者)

鉛
印

後
二
者
影
印
文
政
六
年
一
〇
月

跋
刊
摸
刻
弘
安
二
年
九
月
写
本
・[

江
戸
前
期]

刊
本

123

周
易

(

改
正

音
訓
五
經)

後
藤
芝
山
點

後
藤
師
周
・
師
邵
校

文
化
九
年
九
月
序
刊

林
家
正
本
再
刻
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大

三

半

一
六

半

一

半

一

大

二



易
經
集
註

二
〇
巻
首
一
巻

宋
程
頤
傳

朱

[

熹]

本
義

[

慶
安
四
年]

刊

寛
文
三
年
一
月
印

(

京

野
田
庄
右
衛
門)

※

[

十
三
經
注
疏]

附�
勘
記

(

附)

清
阮
元�
盧
宣
旬
摘�

清
光
緒
一
八
年
九
月
刊

(

湖
南

務
本
書
局)

覆
清
道
光
六
年
南
昌
府
學
重
校

本

帙
ニ
校
經
山
房

周
易
兼
義

九
巻

魏
王
弼
・
韓
康
伯
注

附
釋
音
尚
書
注
疏

二
〇
巻

舊
題
漢
孔
安
國
傳

唐
孔
穎
達
疏

附
釋
音
毛
詩
注
疏

二
〇
巻

漢
鄭
元
箋

唐
孔
穎
達
疏

※

附
釋
音�
記
注
疏

六
三
巻

漢
鄭
元
注

唐
孔
穎
達
疏

※

附
釋
音
周�
注
疏

四
二
巻

漢�
元
注

唐
賈
公
彦
疏

儀��
五
〇
巻

唐
賈
公
彦

附
釋
音
春
秋
左
傳
注
疏

六
〇
巻

晉
杜
預
注

唐
孔
穎
達
疏

― 335 ―

大

一
〇

唐
半

四

唐
半

六

唐
半

一
六

唐
半

二
二

唐
半

一
二

唐
半

一
二

唐
半

二
四



監
本
附
音
春
秋
公
羊
注
疏

二
八
巻

漢
何
休
解
詁

唐
徐
彦
疏

監
本
附
音
春
秋�
梁
注
疏

二
〇
巻

晉
范�
集
解

唐
楊
士�
疏

論
語
注
疏
解
經

二
〇
巻

魏
何
晏
集
解

宋��
疏

孝
經
注
疏

九
巻

唐
元
宗
注

宋��
疏

爾
雅
疏

一
〇
巻

宋��
孟
子
注
疏
解
經

一
四
巻

漢
趙
岐
注

宋
孫�
疏

經
傳
釋
詞

一
〇
巻

清
王
引
之�
東
條
方
庵

(�)
點

天
保
一
二
年
刊

同
一
四
年
一
月

[

修](

隻隻
柳
舎
藏
板
〈
江
戸

須
原
屋
茂
兵

衛
等
三
都
五
肆
〉)

覆
清
嘉
慶
三
年
二
月
序
刊
本

今
泉
博
士
寄
贈

九
經
談

一
〇
巻

大
田

[
錦
城](

元
貞)

[

文
化
一
年]

刊

[
後
印](

大
阪

河
内
屋
喜
兵
衞
等
四
都
一
二
肆)
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唐
半

八

唐
半

六

唐
半

四

唐
半

二

唐
半

六

唐
半

六

大

五

大

四



論
語�
集
覽

二
〇
巻(

巻
一
四
欠)

附
衆
序

魏
何
晏
集
解

宋
朱
熹
集
注

伊
藤[

仁
齋]

(

維�)
古
義

[

荻
生
徂
徠](

物
茂�)�[

松�
觀
山](

源�
寛)

編

寳
暦
一
〇
年
九
月
刊

文
化
九
年
九
月
印

(

江
戸

崇
文
堂
前
川
六
左
衛
門

〈
松�
氏
觀
濤
閣
藏
板
〉)

孟
子
解

七
巻

岡

[

田
龍
洲](

白
駒)

[

寳�
一
二
年
三
月]

刊

[

後
印](

大
坂

河
内
屋
喜
兵
衞)

今
泉
博
士
寄
贈

新
刻

改
正[

四
書]

存
大
學

[

章
句]

・
孟
子

[

集
註]

一
四
巻

(

巻
一
・
二
欠
版
心
作
四
巻)

宋

朱
熹�
後
藤
芝
山
點

後
藤
清
黙
齋

(

師
周)

校

天
保
六
年
一
月
刊

(

三
刻

大
坂

山
内
五
郎
兵
衛
・
京

北
村
四
良
兵
衞)

覆
刻

經
籍�
詁

一
〇
六
巻
並
補
遺
・
首
一
巻

清
阮
元
等
奉
勅�

清
光
緒
一
四
年
刊

(

鴻
文)

石
印

※

老
子
道�
經

二
篇
附
經
典
釋
文
老
子
道
經
音
義

晉
王
弼
注

(

附)

唐
陸�
明

民
國
王
儒

�令
點

[

民
國]

刊

(

上
海

文
瑞
樓)

石
印�
華
亭
張
氏
蔵
本
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大

一
九

大

七

大

四

唐
小

一
六

唐
中

一



124

孔
子
家
語

(

標
箋
孔
子
家
語)

一
〇
巻
附
汲
古
閣
板
孔
子
家
語�

魏
王
肅
注

太
宰
春

臺

(

純)

増
注

千
葉
芸
閣

(

玄
之)

標
箋

寛
政
一
年
刊

[

後
印]

(

江
戸

尚
古
堂
岡
田
屋
嘉
七
等
三
都
七
肆)

125

二
程
全
書

六
八
巻

(

巻
四
二－

四
五
原
欠)

序
目
一
巻

宋
朱

[

熹]

編

明
徐
必
達
校

[

江
戸
前
期]

刊

覆
明
萬�
三
四
年
三
月
序
刊
本

江
戸
小
日
向
茗
／
荷
谷

大
草
次
／
郎
圖
書
之
記

今
泉
博
士
寄
贈

小
學

[

句
讀]

六
巻

明
陳
選

[

明�
二
年]

刊

寛
文
五
年
四
月
印

(

京

田
村
五
郎
右
衛
門)

藤
樹
全
書

初
編
一
〇
巻
附
正
誤

中
江
藤
樹�
志
村
己

(

マ
マ)

之
助
・
齋
藤
耕
三
編

明
治
二
六
年
五
月
刊

(

近
江
國
高
島
郡

編
者
〈
京
都

川
勝
鴻
寶
堂
〉)

鉛

印

128

改
正
淮
南
鴻
烈
解

二
一
巻

漢
高
誘
注

明
茅
坤
評

[

片]

山
兼
山
校

久
保
筑
水

(

愛)�

宇

[

野]

東
山
改
正

寛
政
一
〇
年
四
月
刊

[
明
治]

印

(

大
阪

青
木
嵩
山
堂
青
木
恒
三
郎)

155

菊
の
薫

渡�
清
嘯
樓

(�
兵
衞)

大
正
八
年
九
月
刊

同
一
一
月
印

(
三
版

尾
道

美
原
善
吉)

鉛
印
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大

五

大

二
〇

大

二

半

一
〇

大

一
〇

半

一



み
め
く
み
の
露

(

題
簽)

野
田
菅
麿

昭
和
五
年
一
一
月
跋
刊

(

皇
道
會
支
部)

鉛
印

157

二
宮��
翁
五
十
年
紀
念
帖

報�
會

(

岡
田
良�)
編

明
治
三
九
年
三
月
刊

(

東
京

西
東
書
房)

報
徳

教
祖
二
宮
尊�
翁
略
傳

福
住
正
兄
述

大
澤
彦
一
録

明
治
一
六
年
五
月
刊

(

静
岡

報�
學
圖
書
館
中
上
喜
三
郎)

石
印

日
本
信

用
組
合
報�
結�
問
答

並
附��
住
正
兄

明
治
四
〇
年
九
月
刊

(

再
版�
奈
川
湯
本�
住
氏�
運�
藏
版
〈
靜
岡

報�
學
圖
書
舘
〉)

明
治
二
五
年
一
月
初
版

報�
論

富
田
高
慶

明
治
二
九
年
六
月
刊

(

磐
城
石�
村

興
復�
二
宮�
親)

鉛
印

報�
記

八
巻

富
田
高
慶

明
治
一
八
年
五
月
刊

(
二
月
版
權
届
、
五
月
讓
受
、
七
月
跋)

明
治
二
三
年
五

月
印

(

東
京

大
日
本
農
會)

鉛
印
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大

一

菊
横

一

(

大
和
綴)

半

一

菊

一

半

一

半

八



報�
外
記

二
巻

齋
藤
高
行

明
治
一
八
年
一
〇
月
刊

(

駿
河
入
江
町

駿
河
國
東
報�
社
蔵
版
〈
静
岡

中

上
喜
三
郎
〉)

同

昭
和
四
年
七
月
刊

(

小
田
原

報�
文
庫)

影
同
前
刊
本

報�
學
内
記

�
住
正
兄

明
治
四
五
年
六
月
刊

(

四
版�
奈
川
湯
本�
住
氏�
運�
藏
版
〈
靜
岡

報�
學
圖
書
舘
〉)

鉛
印

明
治
二
四
年
九
月
初
版

訂
正

増
補
冨
國
捷
徑

(

報�方
法
富
國
捷
徑)

初－

四
篇
並
首
巻�
住
正
兄

明
治
一
八
年
七
月
刊

(

静
岡

報�
學
圖
書
舘
中
上
喜
三
郎)

石
印

159

東
照
宮
御
遺
訓

並
附
録

文
政
八
年
一
二
月
写

(

本
間
貞
政)

今
泉
博
士
寄
贈

女
大
學

(

新註
女
大
學)
附
男
大
學
和
道
訓

貝
原�
軒��
原
北
堂
編
並
附

昭
和
一
六
年
八
月
刊

同
年
九
月
印

(

再
版

京
都

勅
語
御
下
賜
記
念
事
業

部)

鉛
印
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半

二

半

二

半

一

半

五

大

二

半

一



滑
川
談

塚
田
多
門

(

虎)

寛
政
三
年
七
月
〈
跋
〉
刊

(

江
戸

塚
田
氏
雄
風
館
藏
板)

宮
田
六
左
衞
門
刻

幼
學
綱
要

七
巻

元
田
永
孚

明
治
一
六
年
一
二
月
刊

(

再
版

官
内
省
藏
版)

覆
明
治
一
四
年
八
月
刊
本

絵
入

幼
學
綱
要
讀
本

え
う
が
く
か
う
え
う
と
く
ほ
ん

皇
訓
成
美
會
編
纂
部
編

昭
和
六
年
一
月
刊

同
八
年
一
二
月
印

(

八
〇
版

東
京

編
者)

蒙
求
詳�
一
六
巻
序
目
一
巻

宇

[

都
宮]

遯
菴

(

由
的)

天
和
三
年
一
一
月
刊

[

後
印](

書
肆
名
削
去)

181

密�
綱
要

權
田
雷
斧

大
正
五
年
一
二
月
刊

(

東
京

丙
午
出
版�)
鉛
印

184

佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖�
一
〇
巻

松
崎
覺
本
校

明
治
三
一
年
八
月
刊

同
四
三
年
九
月
印

(

六
版

東
京

光
融
館)

鉛
印

202

古
京
遺
文

附
續
古
京
遺
文

狩
谷�
齋

(
望
之)

(

續)

山
田
孝
雄
・
香
取
秀
眞

大
正
一
年
一
二
月
刊

(

東
京

寳
文
館)

鉛
印
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大

一

半

七

菊

一

(

大
和
綴)

大

九

半

一

半

三

大

一



203�
平
年
表

(

武
家

必�
泰
平
年
表)

忍
屋
隱
士

天
保
一
二
年
一
月
序
刊

(

忍
屋
隠
士
蔵
版)

頒
限
三
百
部
禁
市
鬻

薄
葉
刷

210

新�
年
表

清
宮
秀
堅

安
政
二
年
春
序
刊

明
治
一
年
修

(

佐
倉

順
天
堂
藏
版)

江
川
仙
太
郎
刻

横
須
賀
造
船
所
旧
蔵

後
醍
醐
天
皇
御
事
蹟

附
後
醍
醐
天
皇
の
御
宸
影
と
御
宸
翰
に
つ
い
て

官
幤

大�
吉
野�
宮
奉
賛
會

(

黒

板
勝
美)

昭
和
七
年
七
月
刊

(

東
京

編
者)

藩
翰
譜

一
二
巻

[

新
井
白
石](

源
君
美)

万
延
一
年
九
月
写

(

松
石
軒)

今
泉
博
士
寄
贈

210.５

藩
翰�

(

校刻
藩
翰
譜)

一
二
巻

(

題
簽
作
七
巻)

新
井
白
石

(

君
美)�
大
槻
如
雷

校明
治
二
七
年
六
月－
二
八
年
三
月
刊

明
治
二
九
年
一
月
印

(

三
版)

第
二－

七
冊
明
治
二
七
年
一
一
月－

二
九
年
七
月
印

(

二
版

白
石
社
〈
東
京

吉
川

�
七
〉)

鉛
印
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中

一

(

絹
表
紙)

大

一

菊

一

(

大
和
綴)

半

一
七

半

七



210

日
本
制
度
通

三
巻

萩
野
由
之
・
小
中
村
義
象

明
治
二
二
年
九
月－

二
三
年
一
〇
月
刊

(

東
京

吉
川
半
七)

絵
入

大
嘗
祭
儀
通
覽

附
伊
能
先
生
小
傳

伊
能
穎
則

(

附)

小
中
邨
清
矩

大
正
二
年
一
二
月
刊

(

東
京

如
蘭�)

鉛
印

如
蘭�
話
別�
附
圖
一
葉

石
印

外
嵜
覺
旧
蔵

故
實
叢
書

今
泉
定
介
編

本
朝
軍
器
考

一
二
巻
附
集
古
圖�
新
井
白
石

(

源
君
美)

(

附)

日
下
部
景
衡
編

岡
田

信
之�[

明
治]

刊

鉛
印

(

附)

銅
版

故
實
叢
書
諸
言
ア
リ

裝
束
集
成

一
二
巻

明
治
三
三
年
八
月－

一
一
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

輿
車
圖
考

二
巻
附
圖
二
帖

松�
樂
翁

(

定
信)�
小
杉
榲
邨
校

明
治
三
三
年
五
月－
一
二
月
刊

(

同
前)

鉛
印

(

圖)

木
版
彩
色
刷

冠
帽
圖
會

松
岡
辰
方

明
治
三
二
年
一
二
月
刊

(

同
前)
彩
色
刷
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半

三

(

大
和
綴)

半

一

半

二

半

七

半

一

折

二

折

一



軍
用
記

七
巻
附
圖
一
巻

伊
勢
貞
丈�
千
賀
春
城
補

明
治
三
三
年
二
月
刊

(

同
前)

鉛
印

(

附)

木
版
彩
色
刷
並
石
印

安
齋
隨
筆

三
二
巻

伊
勢
貞
丈

明
治
三
三
年
三
月
刊

(

同
前)

鉛
印

安
齋
雜
考

二
巻

伊
勢
貞
丈

明
治
三
三
年
一
二
月
刊

(

同
前)

鉛
印

御
代
始
鈔

並
有
職
袖
中
鈔

(

御)

一
條�
良

明
治
三
三
年
六
月
刊

(

同
前)

鉛
印

建
武
年
中
行
事
略
解

五
巻

谷
村
掃
部

(

光
義)

[
明
治]

刊

鉛
印

神
祇
官
圖
真
言
院
圖
太
政
官
圖
武
徳
殿
圖

(

題
簽)

八
省
院
圖
・
豐
樂
院
圖
・
大
學
寮
圖
・

内�里
圖
附
中
和
院
・
亰
城
略
圖

(

題
簽)

明
治
三
四
年
九
月
刊

(
東
京

吉
川�
七)

銅
版
彩
色
刷
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半

二

半

一
〇

半

二

半

一

半

一

六

舗



大
内
裏
圖
考
證

三
二
巻
首
一
巻
並
附�
・
續�
・
別�
御�
風
之
卷
二
巻

裏
松
固
禪(

光
世)

編

藤
原
廣
前
補

明
治
三
四
年
一
一
月－

三
五
年
五
月
刊

(

同
前)

鉛
印

貞
丈
雜
記

一
六
巻
附
貞
丈
雜
記
辯

伊
勢
貞
丈�
伊
勢
貞
友
校

(

附)

齋
藤�
麿

明
治
三
四
年
五
月
刊

(

同
前)

鉛
印

装
束
織
文
圖
會
(

題
簽)

本
間
百
里
編

小
杉
榲
邨
校

明
治
三
五
年
三
月
序
刊

彩
色
刷

織
文
圖
會

(

題
簽)

御
幸
部
後
編
共
二
編
並
女
官

本
間
百
里
編

小
杉
榲
邨
校

明
治
三
四
年
七
月－

三
五
年
一
月
刊

(

東
京

林
縫
之
助
〈
東
京

吉
川
半

七
〉)

彩
色
刷

鎧
着
用
次
第

義
家
朝
臣
鎧
着
用
次
第
圖

[

明
治]
刊

彩
色
刷

尚
古
鎧
色
一
覽

二
巻

本
間
百
里
編

川�
千
乕
校

明
治
三
四
年
二
月
刊

(
東
京

林
縫
之
助
〈
東
京

吉
川
半
七
〉)

但
シ
同
年

三
月
跋
ア
リ

彩
色
刷
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半

一
四

半

六

大

一

大

三

折

一

大

二



中古
亰
師
内
外
地
圖

森
謹
齋

(

幸
安)

明
治
三
四
年
五
月
刊

(

同
前)

銅
版
彩
色
刷

中
昔
亰
師
地
圖

森
幸
安

明
治
三
四
年
二
月
刊

(

同
前)

銅
版
彩
色
刷

武
家
名
目
抄

四
〇
巻
並
附�
塙
保
己
一
編

山
田
安
榮
校

明
治
三
六
年
二
月－

三
八
年
五
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

木
版
彩
色

刷
絵
入

�
世
服
飾
考

八
巻

田
中�
房�
水
莖
磐
樟
・�
井
眞
澄
校

高
山
青�章
摸
畫

[

明
治]

刊

鉛
印

木
版
彩
色
刷
絵
入

288

新
編
纂
圖
本
朝�
卑
分
脈
系�
雜
類
要
集

(�
卑
分
脈)

二
〇
巻

(

巻
一
欠)

藤[

原]

公
定

明
治
三
六
年
八
月－

三
七
年
一
二
月
刊

(

東
京

吉
川
弘
文
館
〈
九
マ
デ�

七
〉)

鉛
印

210

装
束
着
用
圖

存
後

[

編]

小
杉
榲
邨
校

明
治
三
七
年
一
月
刊

(
東
京

吉
川�
七)

彩
色
刷
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一

舗

一

舗

半

四
〇

半

五

大

一
一

大

一



近
代
女
房
裝
束
抄

[

明
治]

刊

彩
色
刷

舞
樂
圖�
附
補
遺
並
字
畫
索
引

大
槻
如
電

[

明
治]

刊

鉛
印

略
要
抄

(

拾
芥
抄)

三
巻

洞
院
公
賢�
同
實
煕
補

山
田
安
榮
校

明
治
三
九
年
二
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

圖
銅
版

禁
祕
抄
考
註

三
巻

牟
田
橘
泉

[

明
治]

刊

鉛
印

足
利
學
校
事
蹟
考

並
附�
川
上
廣
樹�
田
崎
芸
画

明
治
一
三
年
刊

(

杤
木
小
俣
村

不
知
足
齋
木
村
勇
三)

210.1

大
日
本
史

二
四
三
巻

源
光
圀
編

明
治
三
三
年
九
月
刊

(

東
京�
川
家
藏
版
〈
東
京

阪
上�
七
・
吉
川�

七
〉)

鉛
印

210.4

野
史

二
九
一
巻
首
三
巻

飯
田
忠��
飯
田
文�
點

明
治
三
七
年
四
月－

三
九
年
七
月
刊

(�
訂
再
版

東
京

吉
川
弘
文
館)

鉛

印
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大

一

半

一

半

三

半

三

半

一

半

二
五

半

三
〇



集
古
十
種

並
總
目�
松�
定
信

明
治
三
六
年
一
二
月－

三
八
年
八
月
刊(

東
京

郁
文
舍)

石
印
二
色
刷(

目)

鉛
印

210.５

稿本
國
史
眼

七
巻
存
巻
五－

七

久
米
邦
武
等

明
治
二
三
年
一
二
月
刊

([

東
京]

帝
國
大
學
藏
版
〈
東
京

大
成
館
〉)

鉛
印

伊
藤
公
遺
書

又

存
巻
六

麑
島
外
史

五
巻

(

巻
二
欠)

伊
加
倉
俊
貞

明
治
一
八
年
九
月
刊

(

東
京

著
者

〈

東
京

清
弘
堂
長
尾
喜
内〉)

鉛
印

伊
藤
公
遺
書

鎮
將
府
日
誌

第
一－
五

(

慶
應
四
年
八
月)

慶
應
四
年
八
月
刊

(

官
版
〈
東
京

和
泉
屋
市
兵
衛
・
須
原
屋
茂
兵
衛
〉)

伊

藤
公
遺
書

記
事
七
月
二
七
日
至
八
月
一
三
日

210.６�
舟
遺
稿

二
巻

落
合�
舟

(

濟)

明
治
二
四
年
九
月
刊

(

山
口
椿�
落
合
兼
文)

鉛
印

伊
藤
公
遺
書

伊
藤

博
文
題
辞
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半

二
一

大

三

大

一

半

四

半

一

半

二

(

縦

長)



如
意
遺
稿

九
巻

谷
鐵
臣

明
治
四
一
年
二
月
刊

(

東
京

廣
田
眞
次
郎
・
京
都

谷
靜
也)

鉛
印

伊
藤

公
遺
書

222

史
記�
林

一
三
〇
巻
首
二
巻
補
史
記
一
巻

明
凌
稚�
編

李
光
縉
補

大�
穆
・
伊
地

知
貞
馨
點

明
治
一
四
年
刊

(

大
阪

脩
道
館)

鉛
印

漢
書
評
林

一
〇
〇
巻
首
一
巻

明
凌
稚��
釈
桃
林
軒
玄
朴
點

明�
三
年
八
月

(

但
シ
同
四
年
一
月
跋
ア
リ)

刊

([

京]

松
栢
堂
林
和
泉
掾)

覆
明
萬�
一
一
年
春
序
刊
本

續
漢
書
八
志

(
汲
古
閣
本)

三
〇
巻
存
一
二
巻

梁
劉
昭
注

[
清
末]

刊

(

金
陵
書
局)

[

二
十
四
史]

汲
古
閣
本

史
記

一
三
〇
巻

漢
司
馬
遷�
宋
裴�
集
解

清
光
緒
四
年
冬
刊

(

金
陵
書
局)
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大

四

(

縦

長)

大

二
六

大

五
〇

唐
大

一

唐
大

一
六



漢
書

一
〇
〇
巻

漢
班
固�
唐
顏
師
古
注

清
光
緒
一
三
年
一
二
月
刊

(

同
前)

後
漢
書

九
〇
巻
續
志
三
〇
巻

(

續
一－

一
二
欠)

宋
范
曄�
唐
章
懷
太
子
注

(

續)

宋
司
馬
彪�
梁
劉
昭
注

同
前

三
國
志

魏
書
三
〇
巻
蜀
書
一
五
巻
呉
書
二
〇
巻

晉
陳
壽�
宋
裴
松
之
注

清
光
緒
一
三
年
冬
刊

(

江
南
書
局)

晉
書

一
三
〇
巻
附
音
義
三
巻

唐
太
宗�(
附)

何
超

清
同
治
一
〇
年
一
一
月
刊

(

金
陵
書
局)

宋
書

一
〇
〇
巻

梁
沈
約

清
同
治
一
一
年
一
〇
月
刊

(

同
前)

南
齊
書

五
九
巻

梁
蕭
子
顯

清
同
治
一
三
年
冬
刊

(
同
前)

梁
書

五
六
巻

唐
姚
思
廉

同
前
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唐
大

一
六

唐
大

一
五

唐
大

八

唐
大

二
〇

唐
大

一
六

唐
大

六

唐
大

六



陳
書

三
六
巻

唐
姚
思
廉

清
同
治
一
一
年
一
〇
月
刊

(

金
陵
書
局)

魏
書

一
一
四
巻

北
齊
魏
收

同
前

北
齊
書

五
〇
巻

唐
李
百
藥

清
同
治
一
三
年
冬
刊

(

金
陵
書
局)

周
書

五
〇
巻

唐
令
孤�
芬
木

同
前

隋
書

八
五
巻

唐
魏
徴
等

(

志)

長
孫
無
忌
等
奉
勅�
清
薛
壽
等
校

清
同
治
一
〇
年
四
月
刊

(

淮
南
書
局)

南
史

八
〇
巻

唐
李
延
壽

清
同
治
一
一
年
一
〇
月
刊

(

金
陵
書
局)

北
史

一
〇
〇
巻

唐
李
延
壽

同
前
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唐
大

四

唐
大

二
〇

唐
大

四

唐
大

四

唐
大

一
六

唐
大

一
二

唐
大

二
〇



舊
唐
書

二
〇
〇
巻

(

巻
一
一
四－

一
二
一
欠)

後
晉
劉�句

清
同
治
一
一
年
四
月
刊

(

浙
江
書
局)

唐
書

二
二
五
巻

宋
歐
陽
脩
等
奉
勅�

清
同
治
一
二
年
二
月
刊

(

同
前)

舊
五
代
史

一
五
〇
巻
附
攷
證

(

巻
一
一
〇
以
下
欠)

宋
薛
居
正
等
奉
勅�

清
同
治
一
一
年
刊

(

湖
北

崇
文
書
局)

五
代
史

附�
共
七
四
巻

宋
歐
陽

[

脩]�
徐
無
黨
注

同
前

宋
史

四
九
六
巻

(

巻
一
七
〇－

一
九
一
欠)

目�
三
巻

元

[

托
克
托]

等
奉
勅�

清
光
緒
一
年
一
月
刊

(

浙
江
書
局)

遼
史

一
一
五
巻
附
考
證

元
托
克
托
等
奉
勅�

清
同
治
一
二
年
九
月
刊

(

江
蘇
書
局)

金
史

一
三
五
巻
附
考
證
並
欽
定
金
國
語
解

元
托
克
托
等
奉
勅�

清
同
治
一
三
年
三
月
刊

(

同
前)
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唐
大

三
九

唐
大

四
〇

唐
大

一
二

唐
大

八

唐
大

九
五

唐
大

一
二

唐
大

二
〇



元
史

二
一
〇
巻

(

首
二
一
巻
欠)

附
考
證

明
宋
濂
等
奉
勅�

清
刊

明
史

三
三
二
巻
目�
四
巻

清
張
廷
玉
等
奉
勅�

清
光
緒
三
年
三
月
刊

(

湖
北

崇
文
書
局)

資
治
通
鑑

二
九
四
巻
首
一
巻

宋
司
馬
光
等
奉
勅�
元
胡
三
省
注

岡[

鹿
門](

千
仞)

點

山
田
榮
造
校

明
治
一
五
年
一
二
月－

一
八
年
一
月
刊

(

大
阪

脩
道
館)

鉛
印
翻
津
藩
有
造

館
刊
本

資
治
通
鑑
綱
目

五
九
巻
首
一
巻
前
編
二
五
巻
續
二
七
巻
末
一
巻

宋
朱
熹�
明
陳
仁
錫
評

鵜
飼

[

石
齋](

真
昌)

點

(

前)

明
南
軒

(

續)

商
輅
等
奉
勅�(
末)

元
陳

��寛
文
刊

同
七
年
六
月
・
八
年
一
一
月
印

同
一
二
年
一
一
月
跋
印

(

京

山

本
平
左
衛
門
常
知
・
八
尾
勘
兵
衛
友
久)

覆
明
崇
禎
三
年
四
月
序
金�
大
觀
堂

刊
本

資
治
通
鑑
綱
目
三
編

(

資
治
通
鑑
綱
目
全
書)
二
〇
巻

清
張
廷
玉
等
奉
勅��
田
希
哲
校

文
化
六
年
冬
跋
刊

(�
嶋
府
學
藏
版
〈
阿
波

宮
嶋
屋
伊
左
衛
門
・
京

植
村

藤
右
衞
門
等
二
都
四
肆
〉)
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唐
大

三
五

唐
大

八
〇

大

八
〇

大

一
一
〇

大

一
〇



鼎�契
趙
田
了�
袁
先
生
編
纂
古
本�
史
大
方
綱��甫

(�
史
綱
鑑
補)

三
九
巻
首
一
巻

明
袁
黄
編

鵜

[

飼]

石
齋

(

信
之)

點

寛
文
三
年
一
〇
月
刊

[

後
印]([

京]

野
田
庄
右
衛
門)

覆
明
萬
暦
三
八
年
五

月
序
余
象
斗
刊
本

尺
木
堂
綱
鑑
易
知�
九
二
巻
明
鑑
易
知�
一
五
巻

(

第
一
・
一
六
冊
尾
欠)

清
呉
乘
權
等

清
光
緒
三
〇
年
五
月
刊

(

上
海

校
經
山
房)

石
印
鉛
光
緒
一
七
年
一
一
月
廣

百
宋
齋
刊
本

聖
武
記

一
四
巻

清
魏
源

清
道
光
二
二
年
七
月
序
刊

支
那
通
史

四
巻

那
珂
通
世

明
治
二
一
年
九
月－

二
三
年
一
二
月
刊

(

東
京

中
央
堂
〈
巻
四
〉
大
日
本
圖

書)
但
シ
二
四
年
二
月
序
ア
リ

一
ハ
二
一
年
一
二
月
誤
字
訂
正
印
刷
再
版
ト

ア
リ

228

編
纂
本
朝�
卑
分
脉
圖

(

諸
家
大
系
圖)

藤

[
原]

公
定

刊

(

京

橘
枝
堂
野
田
藤
八)

修
ア
ル
カ
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大

二
〇

唐
中

一
六

唐
中

一
二

大

五

大

一
三



281�
人
傳

(

近
世
畸
人
傳)

五
巻
續
近
世
畸
人
傳
五
巻

伴
蒿
蹊�
三
熊
花�(

思
孝)

画寛
政
二
年
三
月
序

(

續)

同
九
年
四
月
序
刊

[

修]

安
政
三
年
逓
修

(

大
阪

河
内
屋
和
助)

288

京
の
水

二
巻

秋
里
籬
嶋

(

湘
夕)

編

下
河
邉
拾
水
画

[

寛
政
三
年
四
月]

刊

[

後
印](

大
阪

文
金
堂
河
内
屋
太
助)

292�
代
地
理
志
韻
編
今
釋

二
〇
巻
附�
勘
記

清
李
兆
洛

(

附)

馬
貞
楡

清
光
緒
一
四
年
春
刊

(�
葉
山
房)

覆
清
同
治
合
肥
李
氏
重
刊
本

皇
朝
輿
地
韻
編

二
巻
附�
勘
記
・
地
志
韻
編
唐
志
補
闕
正
誤
考
異

清
李
兆
洛

(

附)

馬
貞
楡

歴
代
地
理
沿
革
圖

朱
墨
套
印

紀
元
編

三
巻
末

(
韻
補)

一
巻
巻
中
附

(

補
建
元
以
前
歴
代
甲
子)

一
巻

清
六
承
如

編此
四
者
李
氏
五
種
合
刊
ノ
残
本
カ

山
海
經

一
八
巻

晉
郭
璞
注

明�
應
鎬
画

刊

[

修]
[

明
治]

印

(

大
阪

文
榮
堂
前
川
善
兵
衛)
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大

一
〇

大

二

唐
大

八

唐
大

一

唐
大

一

唐
大

一

大

七



293

西
洋
事
情
外
編

三
巻�
澤
諭
吉

慶
應
三
年
一
二
月
刊

([

東
京]

慶
應
義
塾
藏
版
〈
東
京

尚
古
堂
岡
田
屋
嘉

七
〉)

表
紙
後
補

310

政
談

四
巻

[

荻
生
徂
徠](

物
部
茂
卿)

写

323

皇
位
繼
承
編

(

舊
典

類
纂
皇
位
繼
承
篇)

一
〇
巻
附
三
種
神
器
篇

横
山
由
清
・
黒
川
眞
頼
編

明
治
一
一
年
八
月
刊

同
二
七
年
三
月
印

(

再
版

元
老
院
蔵
版

(

東
京

須

原
屋
松
成
堂
松
成
保
太
郎
〉)

329

萬
國
公
法

(

和
譯
萬
國
公
法)

四
巻
首
一
巻

(

巻
三
以
下
欠)

(

美)

惠
頓�
重
野
安
繹

譯明
治
三
年
一
一
月
序
刊

(

鹿
兒
嶋
藩
蔵
版)

地
球
圖
彩
色
刷

及
門
遺
範

會
澤
正
志
齋

(
安)

文
久
一
年
刊

(
江
戸

玉
巖
堂
和
泉
屋
金
右
衛
門)

708

明
治
大
正
名
作
展
號

ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
臨
時�
刊
第
一
輯

(

尾
欠)

[

昭
和
二
年
六
月]

刊

([

東
京]
朝
日
新
聞�)
平
版
彩
色
刷
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半

一

大

四

大

六

大

三

大

一

四
六
倍
々
一



721

春
擧��
存
巻
五

[

山
本]

春
擧�
山
田
直
三
郎

(

芸
艸
堂)

編

大
正
四
年
八
月
刊

(

京
都

芸
艸
堂)

玻
璃
版

畊
香
館
畫�
四
巻

瀧
和
亭

明
治
一
七
年
夏
序
刊

一
九
年
二
月
印

(

東
京

大
倉
孫
兵
衛)

石
印

錦
榮

堂
藏
版
ト
ア
リ

棲
鳳��
四
巻

(

巻
三
欠)

竹
内
棲
鳳�
山
田
直
三
郎

(

芸
艸
堂)

編

明
治
四
五
年
七
月
刊

(

四)

同
四
四
年
一
〇
月
再
刷

(

京
都

芸
艸
堂)

玻
璃

版

彩
色
刷

明
治
三
二
年
四
月
序

722

芥
子
園�
傳

五
巻
二
集
梅
譜
竹
譜
各
二
冊
三
集
人
物
式

(

題
簽)

二
巻
花
卉�
毛
譜
二
冊�

毛
花
果
譜
二
冊

清
王

[

概]

等�
古

安
永
九
年
一
月
刊

文
化
九
年
一
〇
月
印

(

京

五
車
樓
菱
屋
孫
兵
衛)

覆
清

康
煕
一
八
年
冬
序－

同
四
〇
年
四
月
・
一
〇
月
芥
子
園
刊
本

彩
色
刷

支
那
繪�
小
史

大
村
西
崖

明
治
四
三
年
七
月
刊

(
東
京

審
美
書
院)

鉛
印

727

天
年
摸
様�

(

刷
付
題)

五
巻

海
外
天
年

明
治
三
一
年
一
一
月－

三
二
年
九
月
刊

(

京
都

山
田
芸
艸
堂)

彩
色
刷
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四
六
倍
々
一

(

大
和
綴)

大

四

四
六
倍
々
三

(

大
和
綴)

大

一
五

大

一

特
大

五



728

楷
法
溯
源

一
四
巻
目�
一
巻

清
潘
存�
楊
守
敬
編

清
光
緒
四
年
一
一
月
序
刊

刷
付
題
簽

[

米
菴]
墨
談

三
巻

(

巻
一
欠)

續
編
二
巻

[

市
河]

米
菴
述

(

續)
[

市
河
恭
齋](

三
千)

�[

文
化
九
年
一
〇
月]

刊(

續)

文
政
一
〇
年
一
二
月
刊[

明
治]

印(

東
京

六
合
館
林�
次
郎)

絵
入

書
學
捷
徑
艸
行

存
坤

前
田
黙
鳳

(

圓)

明
治
三
六
年
八
月
刊

四
四
年
二
月
印

(

再
版

東
京

博
文
館)

鉛
印

乾

ハ
正
書

草
書
要
鑑

晉
王
羲
之
書

唐
虞
世
南
等
集

書
道
及
畫
道�
編

大
正
七
年
三
月
刊

(�
訂
版

東
京

二
松
堂)

石
印

増訂
書
道
寳
典

(

題
簽)
存
巻
三
草書

漢
字
の
く
づ
し
方
巻
四
新
體
手
紙
文
巻
六
諸
書
式
か
き
ぶ

り小
野
鵞
堂

(�間
之
助)
編
並
書

昭
和
七
年
五
月
刊

(

八
版

大
阪

千
葉
久
榮
堂
等
三
肆)

石
印

巻
一
行
草

か
き
ぶ
り
巻
二
諸体

か
な
の
書
ぶ
り
巻
五
新
詠
女
用
文

昭
和
二
年
二
月
序
ア
リ
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唐
大

一
五

半

四

大

一

(

縦

長)

大

一

半

三



五
體
字
鑒

一
二
巻

松
田
舒
編

明
治
四
四
年
五
月

(

但
シ
六
月
序
ア
リ)

－

九
月
刊

(

東
京

共�
商�)

石

印

集
古
草
訣

(

草
决
百
韻
歌)

晉
王
羲
之
書

[

明
治]

刊

(

東
京

嵩
山
堂)

拓�

陶
靖�
先
生
艸
書
真
蹟

(

外
題)

晉
陶
潛
書

[

民
國]

刊

(

中
國
圖
書
公
司)

石
印

陰
刻

裏
表
紙
欠

大
唐
皇
帝
等
慈
寺
之
碑

唐
顔
師
古
書

拓
摺

[

顔
真
卿
書]
唐
顔
真
卿
書

[

明
治]
刊

拓�
[

蘇
東
坡
書]

宋
蘓
軾
書

[

明
治]

刊

拓�
[

黄
山
谷
書]

宋

[

黄]

庭
堅
書

[

明
治]

刊

拓�
此
三
者
ト

[
王
鐸
書]

同
シ
リ
ー
ズ
ナ
ラ
ム
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大

一
二

折

一

唐
大

一

唐
折

一

折

一

折

一

折

一



趙
子�
盤
谷
帖

(

題
簽)

元
趙

[

孟�]

書

明
治
四
一
年
七
月
刊

大
正
二
年
一
月
印

(

三
刷

東
京

西
東
書
房)

影
印

文
待
詔
重
脩
蘭
亭
記

平
寇
承
恩
頌
両
草
稿

(

題
簽)

明
文

[

徴
明]

大
正
七
年
三
月
刊

(

東
京

河
合
辰
太
郎)

石
印
影
林�華
蔵
自
筆
草
稿
本

[

王
鐸
書]

明
王
鐸

[

明
治]

刊

拓
摺

�
代
帝
王
法
帖

�
代
名
臣
法
帖
・�
代
諸
家
法
帖
・
法
帖
合
一
〇
巻

宋
王
著
摸

[

明
治]

刊

(

東
京

精
華
堂
法
帖
店)

陰
刻
狩
谷�
齋
蔵
本

餘
清
齋
法
帖

(
題
簽)

(

餘
清
齋
帖)

比
田
井
鴻
編

大
正
一
三
年
一
〇
月
刊

(

東
京

書
學
院
後
援
會)

石
印
影
明
萬
暦
二
四
年
八

月－
四
二
年
六
月
餘
清
齋
模
勒
上
石
本

初
拓
快
雪
堂
帖

(

題
簽)

[

民
國]

刊

石
印
影
拓

龍
門
二
十
品

(

題
簽)

[

民
國]

刊

石
印
影
拓

前
者
ト
同
シ
リ
ー
ズ
カ

― 360 ―

折

一

大

一

折

一

折

一
〇

特
大

八

(

縦

長)

唐
大

二

唐
大

一



菘
翁
楷
書
千
字
文

(

題
簽)�

二

[

貫
名]

菘
翁
書

刊

菘
翁
書
初
歩
習
字
法
帖

(

題
簽)

[

貫
名]

菘
翁
書

刊

[

四
季
之
文
章]

六
月
迄

[

明
治]

刊

陰
刻

訓
誡
和
歌
集

四
巻
並
附�
保
田
光
則

(

渚
舎)

編

館
森
鴻
校

大
正
一
二
年
四
月
刊

(

東
京

校
者)

鉛
印

干
禄
字
書

二
巻

唐
顔
元
孫�
顔
真
卿
書

明
治
一
三
年
一
一
月
刊

(

東
京

山
中
喜
太
郎)

覆
刻

729

圖
按
學
精
義
附
圖

(
)

[D
enm

an.
W

.R
ose]

近
刊

813

和
爾
雅

八
巻

貝
原
好
古

元
祿
七
年
九
月
刊

([

京]

大
井
七
郎
兵
衞
等
四
肆)
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折

一

折

一

折

一

半

一

中

二

菊

一

半

九



譯
筌

(

譯
文
筌
蹄)

初
編
六
巻
首
一
巻

[

荻
生]

徂
來
講

釈
聖
黙
・
吉

[

田
孤
山]

(

有
鄰)

録

正
徳
五
年
一
月
刊

(

京

麗
澤
堂
澤
田
吉
左
衞
門)

同

後
編
三
巻
首
一
巻

[

荻
生]

徂
徠
講

安
千
里
補

岡
好
問
校

天
明
八
年
三
月
序
刊

寛
政
八
年
九
月
印

(

京

麗
澤
堂
澤
田
吉
左
衞
門
・
大

坂

敦
賀
屋
九
兵
衞)

821

新
刻
重
校
増
補
圓
機
活
法
詩
學
全
書

(

圓
機
活
法)

二
四
巻
新
刊
校
正
増
補
圓
機
詩
韻
活
法
全
書
一
四

巻

明
王
世
貞�
楊
淙
校

菊
池
耕
齋

(

東�)
點

明�
二
年
一
一
月
刊

天
保
一
三
年
一
月
逓
修

(

大
阪

秋
田
屋
太
右
衛
門)

覆
明
萬�
刊
本

見
返
ニ
雨
花
齋
藏
板

佩
文
韻
府

一
〇
六
巻

(

巻
二
・
三
・
四
一－

四
三
欠)

韻
府
拾
遺
一
〇
六
巻

清
蔡
升
元

等
奉
勅�(
拾)

汪�
等
奉
勅�
石
川
鴻
齋
等
校

明
治
三
三
年
五
月
刊

(

再
版

東
京

博
文
館)

石
印
影
明
治
一
四
年
一
二
月

出
版
御
届－

一
八
年
四
月
刊
銅
版
本

御
製
序
朱
刷

�
字
解

二
巻

皆
川
淇
園�
同

[
篁
園](

允)

等
校

天
明
三
年
一
月
序
跋
刊

(

京

菱
屋
孫
兵
衞)
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半

六

半

三

大

二
〇

半

九
八

中

二



823

康
煕
字
典

一
二
集
總
目
・
檢
字
・
辨
似
・
等
韻

(

字
母
切
韻
要
法)

補
遺
・
備
考

清
凌

紹�
等
奉
勅�
大
槻

[

磐
溪](

平
次)

點

安
政
四
年
一
月
刊

(

江
戸

須
原
屋
伊
八
・
同
茂
兵
衛)

御
製
序
朱
刷

今
泉

博
士
寄
贈

鼇
頭

音
釋
康
煕
字
典

四
〇
巻

石
川
鴻
齋

(

英)

編

明
治
二
六
年
一
〇
月
刊

(

三
版

東
京

博
文
舘)

銅
版

扉
見
返
明
治
二
五

年
一
一
月

明
治
一
六
年
八
月
初
版

辭
源

一
二
集
並
附�
民
國
陸
爾
奎
等

民
國
四
年
一
〇
月
刊

(

上
海

商
務
印
書
館)

鉛
印

漢
字
詳
解

二
巻

(

巻
一
漢
字
系
譜
講
義)

高
田
忠
周

大
正
二
年
二
月
刊

(

三
版)

(

二)

同
三
年
六
月
刊

(

再
版

東
京

西
東
書

房)
石
印

明
治
四
二
年
一
一
月
・
四
三
年
一
〇
月
初
版

淵
鑑
類
函

四
五
〇
巻
目
録
四
巻

清
張
英
等
奉
勅�

清
光
緒
一
八
年
二
月
刊

(

上
海

同
文
書
局)

石
印

扉
朱
刷
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中

四
〇

中

六

唐
大

一
二

菊

二

唐
半

四
八



825[
陳�

]

文
則

二
巻

宋
陳�癸�
山

[

井
崑
崙](

鼎)

點

享
保
一
三
年
四
月
刊

[

後
印](

江
戸

吉
文
字
や
次
郎
兵
衛)

曾
我
部
容
所
書

入
本
カ

東
坊
城
臧
書
記

山
陰
圖
書

827

支
那
時
文�
科
書

存
巻
中

青
柳
篤
恒
・
渡
俊
治
編

明
治
四
一
年
五
月
刊

(

東
京

文
求
堂
書
店)

鉛
印

明
星
山
房
詩
抄

大
江
卓

明
治
四
一
年
二
月
刊

(

東
京

著
者)

鉛
印

伊
藤
公
遺
書

911

百
人
一
首
古�
五
巻

賀
茂
眞
淵

写

911.１

萬
葉
集
美
夫
君
志

存
二
巻
首
一
巻
並
別
記

木
村
正
辭

大
正
二
年
六
月
刊

(

訂
正
三
版

東
京

光
風
館
書
店)

鉛
印

見
返
訂
正
再

版

巻
頭
ニ
大
正
二
年
四
月
一
四
日
卒
ノ
著
者
小
伝
ア
リ

八
代
集
抄

(

題
簽)

北
村
季
吟

天
和
二
年
五
月
刊

([

京]
村
上
勘
兵
衛
・
北
村
書
堂)

※
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大

一

半

一

大

一

(

縦

長)

大

五

半

八

半

五
〇



後�
和
歌
集

(

三
代
集
零
本)

二
〇
巻

大
中
臣
能
宣
等
奉
勅�

[

嘉
永
六
年
三
月]

刊

明
倫
歌
集

一
〇
巻

[�
川](

源)

齊
昭
編

文
久
二
年
一
二
月
刊

(

水
戸

弘
道
館
蔵
版)

913.1

唐
物
語

(

提
要
首)

清
水�
臣
校
並
標
注

文
化
六
年
二
月
序
刊

(

江
戸

奥
田
彌
三
郎
・
英
平
吉)

今
泉
博
士
寄
贈

913.3

伊�
物
語

(

繪入
伊�
物
語)

二
巻

月
岡
丹
下
畫

寳�
六
年
一
〇
月
刊

(

大
坂

柏
原
屋
與
一)

伊�
物
語
傍
註

賀
茂
季
鷹

写

大
和
物
語

二
巻

[

江
戸
初]

刊

古
活

一
二
行
本

お
ち
く
ほ
物
語
註
釋

[

村
田](

平)

春
海
・
橘
千
蔭

寛
政
六
年
冬
序
刊

(

江
戸

青
山
堂
鴈
金
屋
青
山
清
吉)

今
泉
博
士
寄
贈

― 365 ―

半

二

大

五

大

一

大

二

大

二

大

二

大

二



湖
月
鈔

五
三

[

巻]

發
端
・
源
氏
物
語
系
圖
・
源
氏
物
語
諸
巻
年
立
・
雲
隠

(

説)

・

表
白

北
村
季
吟

延
寳
一
年
冬
至
跋
刊

([

京]

村
上
勘
左
衛
門
等
四
肆)

土
左
日
記
抄

二
巻

[

北
村]

季
吟

(

拾�惠
軒)

寛
文
一
年
八
月
刊

[

後
印]([

京]

出
雲
寺
和
泉
掾)

今
泉
博
士
寄
贈

914

折
た
く
柴
の
記

三
巻

新
井
白
石

(

源
君
美)�
鈴
木
弘
恭
校

明
治
二
七
年
九
月
刊

(

改
訂

東
京

青
山
堂)

石
印

良
山
堂
茶
話

二
編
共

阿
部�
洲

(

温)

文
政
七
・
一
一
年
刊

(

金
龍
閣
芙
蓉
館
藏
版
〈
大
阪

河
内
屋
儀
助
〉)

今
泉

博
士
寄
贈

915

菅
笠
日
記

(

明
和
九
年)

二
巻

本
居
宣
長

刊

(

松
坂

[
鈴
舎
藏
版]

〈
松
坂

柏
屋
兵
助
他
京
・
江
戸
二
肆
〉)

今
泉
博

士
寄
贈

919

本
朝
文
粹

(

校訂
本
朝
文
粹)

一
四
巻
目�
一
巻
附
鐵
槌
傳

藤
原
明
衡�
小
杉
榲
邨
・

田
中
參
校

明
治
三
四
年
一
〇
月
印

(

再
版

東
京

六
合
館)

鉛
印
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大

六
〇

大

二

半

三

大

二

大

二

大

八



山
陽
遺
稿

文
一
〇
巻
詩
七
巻
拾
遺
一
巻
附
山
陽
先
生
行��
山
陽

(

襄)
(

附)

江
木

[

鰐
水](�

)

天
保
一
二
年
刊

[

後
印](

大
阪

群
玉
堂
河
内
屋
茂
兵
衞)

標
註
日
本
外
史

(

校正
標
註
日
本
外
史)

二
二
巻
附
圖
一
巻
並
附��
山
陽

(

襄)�
同

[

支
峰](

又
二
郎)

標
注

雲
谷
任
齋
校

明
治
三
二
年
一
月
刊

(

八
刻

京
都�
氏
蔵
板
〈
大
阪

中
川
清
次
郎
等
三

肆
〉)

附
圖
銅
版

省��
並
附�
二
巻

佐
久
間
象
山

(

平
大
星)

明
治
四
年
一
二
月
序
刊

宕�
存
稿

一
三
巻
並
補
遺
・
宕�
鹽
谷
先
生
行
述

鹽
谷
宕�(
世
弘)

(

行)[

鹽
谷
青

山](
誠)

慶
應
三
年－

明
治
三
年
五
月
刊

(

鹽
谷
氏
晩
香
廬
蔵
板
〈
東
京

山
城
屋
政
吉

等
五
肆
〉)
慶
應
三
年
一
二
月
序

白
華
詩
稿
甲
編

(

白
華
十
稿
甲
編)
存
巻
二

菅
野
白
華

(

潔)

[

明
治]

刊

(

大
阪

柏
原
屋
平
兵
衛
他
兵
庫
・
東
京
・
大
阪
四
肆)

伊
藤
公

遺
書
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大

八

半

一
三

大

一

大

六

半

一



隨
鑾
紀
程

八
巻
並
附�
川
田

[

甕
江](

剛)

明
治
一
七
年
四
月
届

(

太
政
官
蔵
板)

但
シ
同
一
八
年
三
月
序
ア
リ

猿
壽�

(

題
簽)

八
代
栗
齋

(

規)

華
甲
記
念

明
治
四
一
年
一
二
月
刊

(

東
京

八
代
規)

鉛
印

葦
杭
游
記

並
附�
股
野
藍
田

(

琢)�
諸
家�

明
治
四
二
年
二
月
序
刊

鉛
印

伊
藤
公
遺
書

伊
藤
博
文
題
辞

陽
雲
詩
集

井
上
陽
雲

(

保
次
郎)�
諸
家�

昭
和
二
年
七
月
刊

(�
奈
川
大
正
村

石
川
重
郎
・
同
豐
田
村

小
串
清
一)

鉛
印

腰
越
著
書
寄
贈

921

杜
詩
詳
註

二
五
巻
首
一
巻
附
諸
家
詠
杜
・
杜
詩
補
註
合
二
巻

清
仇
兆
鰲

[

清
末]
刊

(

大
文
堂)

白
氏
長
慶
集

七
一
巻
目
録
二
巻
附
録
一
巻

唐
白
居
易�
明
馬
元
調
校

[

立
野
春
節]

點

[

明�
三
年
八
月]
刊

明
治
二
八
年
三
月
修

(

京
都

松
栢
堂
出
雲
寺
文
治

郎)

覆
明
萬�
三
四
年
七
月
序
刊
本

― 368 ―

半

八

大

一

大

一

(

縦

長)

大

一

(

縦

長)

唐
大

二
四

大

二
〇



�
華
館
詩�

(�
園
叢
書
本)

五
巻
存
巻
三－

五

清
王
韜�
石
川
鴻
齋
点

明
治
一
四
年
二
月
刊

(

東
京

山
中
市
兵
衞)

奥
付
半
欠

唐
詩
選
新
釋

七
巻
存
巻
一－

三
・
七
・
首
一
巻

久
保
天
隨

明
治
四
一
年
八
月
・
九
月
・
四
二
年
一
月
刊(

第
一)

四
二
年
八
月
印(

五
版)

(

第
二)

同
印

(

四
版)

(

第
五)

同
印

(

三
版

東
京

博
文
館)

鉛
印

唐
韓
昌
黎
集

(

韓
文)

四
〇
巻
序
・
目�
各
一
巻
外
集
一
〇
巻
附�
並
遺
文

唐
韓
愈�

明�
之
翹
注

萬
治
三
年
八
月
刊

[

明
治]

修

(

大
阪

梅
原
龜
七
等
六
肆)

覆
明
崇�
六
年

六
月
序
李
氏
三
徑
艸
堂
合
刻
本

唐
柳
河
東
集

(
柳
文)

四
五
巻
目�
一
巻
外
集
二
巻
附
遺
文

唐
柳
宗
元�
明�
之
翹
注

鵜
飼
石
齋
點

寛
文
四
年
三
月
刊

[

明
治]

修

(

同
前)

韓
柳
文
合
本

六
臣
註
文
選

六
〇
巻
首
一
巻

梁�肅
統�
唐
李
善
等
注

明
呉
勉
學
校

[

慶
安
五
年
二
月]
刊

寛
文
二
年
一
月
修

(

京

八
尾
勘
兵
衞
友
久
・
野
田

庄
右
衛
門
重
周)

覆
明
刊
本
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中

一

(

縦

長)

半

三

大

二
六

大

二
四

大

六
一



古
文
析
義

存

[

第]

二
編
八
巻

清
林
雲
銘
評
注

葉
世
宸
等
校

[

清
末]

刊

唐宋
八
家
文
法
明
辨

一
四
巻

清
沈�
潛�
岡
三
慶
評
點

明
治
一
五
年
四
月
刊

(

東
京

岡
氏
相
生�
藏
版)

今
泉
博
士
寄
贈

標
註
國
語
定
本

二
一
巻

呉
韋
昭
解

宋
宋
庠
音

秦

[

滄
浪](

鼎)

校

高
木
熊
三
郎
標
注

明
治
一
七
年
一
一
月
刊

(

大
阪

筑
城
勇
助
等
八
肆)

白
隱
廣�
第
二
輯

釈
白
隱

明
治
三
五
年
九
月
刊

(

沼
津

大
聖
寺
・
東
京

天
眼
寺)

鉛
印

924

五
雜
組

一
六
巻

明
謝
肇�制寛

文
一
年
一
一
月
刊

寛
政
七
年
五
月
修(

京

松
梅
軒
中
川
藤
四
郎
等
五
肆)

覆
明
刊
本

― 370 ―

唐
大

八

半

八

大

六

半

一

半

八



あ

と

が

き

も
う
七
、
八
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
平
成
十
年
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
う
が
、
小
田
原
高
校
国
語
科
の
松
永
淳
氏
よ
り
電
話
を
頂
い
た
。

用
件
は
小
田
原
高
校
に
和
漢
の
古
書
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
誰
か
目

録
を
作
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
と
神
奈
川
県
立
図
書
館
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
司
書
の
小
松
氏
か
ら
私
を
紹
介
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
早

速
一
度
伺
っ
て
現
状
を
見
、
翌
る
十
一
年
の
夏
休
み
に
南
館
二
階
の
図
書

室
で
目
録
を
作
成
し
た
。
高
校
は
城
山
の
樹
叢
の
中
に
あ
り
、
開
け
放
さ

れ
た
窓
か
ら
は
蝉
し
ぐ
れ
と
共
に
道
を
へ
だ
て
て
隣
り
合
う
競
輪
場
か
ら

の
喧
騒
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

図
書
は
全
て
十
進
分
類
法
に
よ
り
分
類
さ
れ
、
函
架
番
号
の
ラ
ベ
ル
も

貼
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
小
田
原
高
校
は
平
成
十
三
年
に
創
立
百
周
年
を
迎

え
る
の
で
、
そ
う
し
た
折
の
展
観
や
同
窓
会
に
よ
る
目
録
出
版
を
も
見
込

ん
だ
調
査
依
頼
で
あ
っ
た
。

こ
の
折
に
は
松
永
氏
と
共
に
司
書
の
陶
山
恵
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
っ
た
。
松
永
氏
も
毎
回
出
て
来
ら
れ
、
何
か
貴
重
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
と
毎
日
の
よ
う
に
聞
か
れ
る
。
私
が
、
こ
う
し
た
所
の
和
漢
書
は
基

本
図
書
を
蒐
め
る
の
が
本
意
で
、
貴
重
書
な
ど
あ
る
方
が
可
笑
し
い
の
だ

と
云
っ
た
日
に
、
古
活
字
本
の
大
和
物
語
が
で
て
き
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
こ
ぼ
れ
幸
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
も
の

が
な
く
と
も
決
し
て
画
龍
点��

を
欠
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

思
い
出
す
の
は
、
三
浦
梅
園
旧
蔵
書
中
に
、
遺
存
す
る
こ
と
少
い
五
山

版
の

｢

雲
門
匡
真
弾
師
広
録｣

が
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
喜
び
喋
々
す
る
私

共
に
対
し
、
町
長
の
中
尾
弥
三
郎
氏
は
、
い
や
自
分
に
は
梅
園
の
著
作
の

方
が
貴
重
な
の
だ
と
答
え
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
一
つ
の
識
見
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
じ
梅
園
で
も
森
梅
園
の
場
合
、
浄
書
用
の
下
敷
罫
紙
二
十
四
枚

が
見
つ
か
っ
た
。
私
に
は
写
本
の
実
態
、
現
場
の
分
か
る
こ
う
し
た
資
料

が
面
白
か
っ
た
が
、
管
理
者
の
山
本
茂
信
氏
は
、
梅
園
の
著
作
で
な
く
切

端
の
下
敷
に
興
味
を
示
す
私
が
奇
妙
な
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
体
に
資
料
は
立
場
を
か
え
る
と
、
す
な
わ
ち
見
方
を
か
え
る
と
何
が

貴
重
か
は
変
っ
て
く
る
。
五
山
の
抄
物
な
ど
は
現
在
当
時
と
は
全
く
違
っ

た
関
心
か
ら
、
注
釈
書
と
し
て
の
用
途
よ
り
も
口
語
資
料
と
し
て
語
学
の

人
た
ち
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
節
用
集
の
手
ず
れ
を
調
べ
、
使
用
頻
度
を

考
え
て
い
る
人
も
い
る
。
ま
さ
に
後
生
畏
る
べ
し
、
後
の
世
に
資
料
は
ど

う
生
き
、
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
、
白
紙
の
状
態
な
の
だ
。

本
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
百
周
年
記
念
誌

｢

小
田
原
高
校
百
年
の
歩
み｣
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(
平
成
十
四
年
三
月
刊)

の
中
に

｢

本
校
に
あ
る
貴
重
な
和
漢
書｣

｢

地
元
名

士
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
和
漢
書｣

等
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
贅
言
を
さ

し
控
え
る
が
、
蒐
書
は
旧
制
中
学
、
そ
れ
も
恐
ら
く
は
松
蔭
の
甥
に
当
る

初
代
校
長
の
吉
田
庫
三
氏
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
旧
制
中

学
の
校
長
で
こ
う
し
た
挙
を
成
し
た
仁
に
、
私
の
関
係
し
た
だ
け
で
も
、

吉
田
庫
三
氏
の
現
鳥
取
西
高
・
横
須
賀
高
校
、
深
井
鑑
一
郎
氏
の
都
立
戸

山
高
校
・
私
立
城
北
学
園
、
落
合
保
氏
の
大
阪
府
立
岸
和
田
高
校
、
浜
野

知
三
郎
氏
の
都
立
上
野
高
校
な
ど
が
あ
る
。
浜
野
氏
は
湯
島
の
聖
堂

(

斯

文
会)

に
も
関
与
し
、
個
人
文
庫
は
浜
野
文
庫
と
し
て
現
在
私
共
斯
道
文

庫
蔵
書
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

都
立
高
校
で
歴
史
の
古
い
旧
一
中
の
日
比
谷
高
校
、
旧
二
中
の
立
川
高

校
な
ど
に
も
古
書
が
遺
っ
て
お
り
、
何
れ
も
目
録
化
さ
れ
て
い
る
。

本
蔵
書
は
こ
の
吉
田
庫
三
氏
時
代
か
ら
の
蔵
書
に
歴
代
の
国
漢
・
地
歴
・

美
術
・
書
道
の
先
生
方
の
収
書
を
加
え
、
個
人
で
は
小
田
原
十
字
の
住
、

今
泉
六
郎
獣
医
博
士
寄
贈
の
十
二
点
、
伊
藤
公
爵
遺
書
・
大
久
保
鑑
二
氏

寄
贈
の
八
点
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。｢

百
年
の
歩
み｣

に
よ
る
と
、

今
泉
氏
は
小
田
原
商
工
補
習
学
校

(

現
県
立
小
田
原
城
東
高
校)

設
立
発

起
人
三
名
の
う
ち
の
一
人
。
ま
た
公
爵
伊
藤
博
文
は
大
磯
に
転
ず
る
ま
で
、

小
田
原
御
幸
の
浜
の
滄
浪
閣
に�々
来
住
し
た
。
大
久
保
鑑
二
は
、
小
田

原
藩
家
老
職
・
藩
校
集
成
館
学
頭
大
久
保
楚
南
の
末
だ
と
云
う

(

大
正
六

年
没)

。
な
お

｢

百
年
の
歩
み｣

に
は

｢

二
つ
あ
っ
た
百
万
塔｣

の
項
が
あ
り
、

日
本
最
古
の
印
刷
物
で
あ
る

｢

百
万
塔
陀
羅
尼｣

が
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、

塔
と
陀
羅
尼
と
を
分
ち
、
別
々
に
保
存
し
て
い
る
う
ち
、
陀
羅
尼
は
行
方

不
知
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
云
う
。
塔
は
現
存
し
て
お
り
、
の
ち
授
業
用

に
複
製
を
一
基
求
め
、
そ
れ
が
二
つ
あ
る
百
万
塔
の
故
で
あ
る
。

百
万
塔
陀
羅
尼
は
方
々
に
遺
存
し
て
い
る
が
、
今
残
念
な
が
ら
こ
の
高

校
で
は
姿
を
隠
し
て
い
る
。

本
蔵
書
は
先
に
挙
げ
た
国
漢
・
地
歴
・
美
術
・
書
道
の
基
本
書
を
よ
く

揃
え
て
お
り
、
江
戸
初
前
期
の
刊
本
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
後

印
本
で
あ
っ
た
り
虫
入
り
と
な
っ
て
い
る
。

や
や
珍
し
い
の
は
二
宮
尊
徳
関
係
書
で
あ
る
。
尊
徳
は
小
田
原
近
村
・

足
柄
上
郡
栢
山
の
生
れ
。
小
田
原
藩
主
大
久
保
家
に
そ
の
仕
法
を
認
め
ら

れ
、
各
地
で
自
力
更
生
・
立
直
し
に
力
を
尽
し
た
。
小
田
原
は
そ
の
由
縁

の
地
で
、
初
代
吉
田
庫
三
校
長
は
、
修
身
の
時
間
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
る

尊
徳
に
つ
き

｢

報
徳
記｣

を
教
材
に

｢

至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲｣

の

報
徳
思
想
を
説
い
た
。
こ
の
授
業
は
他
の
教
員
も
全
て
出
席
し
聴
講
し
た
。

明
治
四
十
年
に
は
、
雨
天
体
操
場
と
生
徒
控
所
を
使
っ
て
報
徳
会
の
夏
季
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講
習
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
事
務
を
担
当
し
た
地
歴
の
佐
々
井
信
太

郎
氏
は
、
の
ち
大
日
本
報
徳
社
副
社
長
に
就
任
し
て
い
る

(

詳
し
く
は

｢

百
年
の
歩
み｣

参
照)

。
現
在
も
報
徳
二
宮
神
社
と
報
徳
博
物
館
と
が
復
元

さ
れ
た
小
田
原
城
の
隣
に
存
す
る
。

こ
う
し
た
由
縁
か
ら
一
連
の
尊
徳
関
係
書
が
遺
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。他

に
も
曽
我
部
容
所
の
書
入
本
か
と
思
わ
れ
る
宋
の
陳�癸
の

｢

文
則｣

が
存
す
る
。
こ
れ
は
或
い
は
佐
野
山
陰
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。伊

藤
博
文
手
沢
本
に
は
残
念
な
が
ら
書
入
れ
は
な
く
、
歴
史
書
三
点
を

除
き
殆
ど
が
漢
詩
文
集
で
、
博
文
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の
。
中
に
二
点
ほ

ど
博
文
の
題
辞
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
存
す
る
。

小
田
原
高
校
は
二
度
の
火
災
に
罹
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
災
害
を
乗
越

え
現
在
ま
で
本
蔵
書
が
う
け
つ
が
れ
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

目
録
は
諸
般
の
事
情
か
ら
陽
の
目
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
百
周
年

記
念
の
展
示
会
に
は
お
よ
そ
五
百
点
餘
の
資
料
・
物
品
と
共
に
蔵
書
の
一

部
が
展
観
に
供
せ
ら
れ
、
展
示
目
録
が
作
ら
れ
て
い
る
。
本
蔵
書
は
現
在

百
周
年
記
念
の
南
館
三
階

｢

校
史
資
料
室｣

に
保
存
さ
れ
、
隣
の

｢

校
史

展
示
室｣

と
並
ん
で
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
護
ら
れ
万
全
の
保
管
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

小
田
原
高
校
は
平
成
十
六
年
度
に
小
田
原
城
内
高
校
と
統
合
し
、
単
位

制
普
通
科
高
校
に
改
編
さ
れ
る
こ
と
が
決
っ
て
い
る
。
現
在
そ
の
新
校
舎

が
現
校
舎
の
隣
に
建
築
中
で
あ
る
。

一
つ
の
終
り
と
一
つ
の
始
ま
り
、
こ
れ
も
一
つ
の
機
会
で
あ
ろ
う
と
、

今
回
現
物
を
再
査
し
目
録
化
し
た
。
司
書
の
今
井
紀
子
氏
、
総
務
担
当
の

数
学
科
渡
辺
一
寿
氏
、
国
語
科
佐
古
有
良
氏
、
教
頭
の
尾
崎
秀
夫
氏
、
ま

た
目
録
化
の
機
会
を
お
作
り
頂
い
た
前
記
お
三
方
に
あ
つ
く
御
礼
申
上
げ

る
。
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